
接
客
や
接
遇
の
基
本
を
身
に
付
け
、
ま

た
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
各
部
署

の
仕
事
や
心
構
え
を
学
ぶ
。
配
属
後
は
、

先
輩
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
の
も
と
経
験
を
重

ね
て
成
長
し
て
い
く
。
葬
祭
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
や
遺
品
整
理
士
、
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
の
資
格
取
得
で
は
、
受
験
費
用

や
交
通
費
・
宿
泊
費
ま
で
全
額
会
社
負
担

だ
。「
資
格
が
す
べ
て
で
は
な
い
の
で
す

が
、
学
び
直
し
や
新
し
い
知
識
の
習
得
、

ま
た
社
員
同
士
で
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
」

と
前
向
き
な
挑
戦
を
応
援
す
る
。

　
葬
儀
で
は
、
悲
し
い
場
面
や
感
情
が
高

ぶ
る
場
面
が
多
く
、
社
員
の
心
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
働
く
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
大
切
だ
。
同
社
で
は
、
資
格
手
当
や
特

別
手
当
、
技
能
手
当
な
ど
、
個
々
の
努
力

を
評
価
す
る
ほ
か
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

や
、
希
望
し
た
日
に
休
み
を
取
得
し
や
す

い
シ
フ
ト
制
を
導
入
。
2
泊
3
日
の
社
員

旅
行
や
夏
と
冬
の
親
睦
会
も
好
評
だ
。

「
葬
儀
社
と
い
う
と
暗
く
静
か
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
社
員
は
と
て

も
明
る
い
人
ば
か
り
。
仕
事
で
は
、
お
客

様
の
想
い
を
察
知
す
る
力
も
必
要
で
す

が
、
一
歩
引
い
て
俯
瞰
で
き
る
〝
客
観
性
〟

も
大
事
。
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
で
き
る

方
、
素
直
で
明
る
い
方
が
向
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
」
と
圓
井
社
長
。
そ
の
言
葉
の

通
り
、
事
務
所
内
の
雰
囲
気
は
明
る
く
朗

ら
か
。
社
員
同
士
と
て
も
仲
が
良
い
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
C
M
の
ほ
か
、
S
N
S

や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発

信
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
葬
儀
の
マ
ナ

ー
や
お
葬
式
の
舞
台
裏
、
地
域
活
動
な
ど

を
積
極
的
に
発
信
。
動
画
や
写
真
か
ら
は

親
し
み
や
す
い
印
象
を
受
け
る
。「
葬
儀

社
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
や
す

い
の
で
、
情
報
を
発
信
し
、
地
域
と
も
積

極
的
に
関
わ
り
、
会
社
を
知
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
主
催
や
ス
ポ
ン
サ
ー
、
地
区
の
お
祭

り
な
ど
へ
の
協
賛
、
お
葬
式
の
相
談
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
関
連
会
社
の
和
食
・
仕
出
し

料
理
店
《
こ
こ
ろ
》
や
、
ギ
フ
ト
と
喫
茶

店
の
《
五
島
》
は
、
ど
ち
ら
も
後
継
者
問

題
に
悩
ん
で
い
た
店
主
の
相
談
を
受
け

て
、
事
業
を
引
き
継
い
だ
。
長
年
愛
さ
れ

た
店
の
灯
を
守
り
、
継
承
す
る
こ
と
も
地

域
貢
献
と
言
え
る
。

　
創
業
か
ら
半
世
紀
、
エ
リ
ア
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
の
葬
儀
社
と
な
っ
た
が
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
研
鑽
を
積
む
。「
礼
節

を
重
ん
じ
、
人
か
ら
頼
ら
れ
る
事
に
感
謝

す
る
。
そ
の
よ
う
な
豊
か
な
人
間
力
を
育

み
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
選
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
と
深
く
関
わ

り
、
真
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
を
誓
う
。

遺族の気持ちに寄り添って形にする。寺院の
本堂を貸し切った葬儀も人気で、花祭壇で彩る
プランも 鳥取市服部にある《セレモニーホー
ルメモワールイナバ》 穏やかな人柄の代表
取締役社長の圓井貴志さん 関連会社の和
食・仕出し料理《こころ》では葬儀の仕出し料理
を注文できる 大切な家族の一員であるペッ
トの葬儀にも対応している 事業継承したコ
ーヒー&カレーとギフトのお店《五島》。地元の
人気店だ お見送りに後悔がないように細部
まで心を配る 従業員の仲が良く、普段は冗
談や笑顔を交わす明るい職場だ
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鳥
取
市
に
本
社
を
置
き
、
県
東
部
で
葬

祭
関
連
事
業
や
飲
食
店
を
展
開
す
る
《
メ

モ
ワ
ー
ル
イ
ナ
バ
》。
創
業
は
1
9
7
2

年
と
業
界
で
は
後
発
企
業
に
な
る
が
、

「
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
　
癒
し
の
空
間

を
創
造
し
　
選
ば
れ
る
企
業
と
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
互
い
に
幸
福
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
創
業
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
を

掲
げ
、
故
人
や
遺
族
の
想
い
を
形
に
し
た

真
心
あ
る
葬
儀
を
執
り
行
っ
て
き
た
。
創

業
当
時
は
、
他
社
で
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な

予
算
の
限
ら
れ
た
生
活
が
苦
し
い
人
の
葬

儀
も
積
極
的
に
引
き
受
け
て
、
規
模
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
真
摯
に
故
人
と
そ
の
家

族
に
寄
り
添
っ
て
き
た
。
そ
の
姿
勢
が
支

持
さ
れ
て
、
現
在
は
県
東
部
に
4
つ
の
葬

儀
会
館
を
持
ち
、
従
業
員
は
ア
ル
バ
イ
ト

も
含
め
て
約
70
人
、
鳥
取
県
東
部
施
行
件

数
は
第
一
位
と
、
ま
さ
に
多
く
の
人
に

〝
選
ば
れ
る
企
業
〟
に
成
長
し
た
。

　
同
社
の
大
き
な
特
徴
は
、
他
社
で
は
一

般
的
に
外
部
委
託
す
る
よ
う
な
業
務
を
自

社
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
点
だ
。
霊
柩

車
の
運
転
、
祭
壇
の
生
花
、
葬
儀
保
険
、

香
典
返
し
の
ギ
フ
ト
、
仕
出
し
料
理
、
仏

壇
や
墓
石
、
さ
ら
に
遺
品
整
理
ま
で
、
各

部
門
や
関
連
会
社
が
誠
心
誠
意
対
応
し
て

い
る
。「
ご
当
家
や
ご
参
列
の
方
が
『
良

い
お
葬
儀
だ
っ
た
』
と
思
い
残
す
こ
と
な

く
お
見
送
り
で
き
る
よ
う
、
二
代
目
社
長

の
頃
か
ら
自
社
で
責
任
を
持
っ
て
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
温
か
な
声

で
語
る
の
は
、
三
代
目
の
圓ま
る
い井
貴
志
代
表

取
締
役
社
長
だ
。
業
務
を
内
製
化
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
、
ス
タ
ッ
フ
を
多

く
抱
え
る
必
要
が
あ
る
。「
確
か
に
人
件

費
は
多
く
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

『
故
人
様
や
ご
当
家
の
想
い
に
応
え
た
い
』

と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が

お
葬
儀
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
お
客
様

第
一
主
義
を
貫
い
て
き
た
。
そ
の
考
え
に

基
づ
い
て
圓
井
社
長
は
「
自
分
が
し
て
も

ら
っ
た
ら
う
れ
し
い
こ
と
を
ご
当
家
に
も

し
て
差
し
上
げ
よ
う
」
と
唱
え
て
い
る
。

　
時
代
に
よ
っ
て
葬
儀
の
あ
り
方
は
変
化

し
、
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。
メ
モ

ワ
ー
ル
イ
ナ
バ
で
は
、
ホ
ー
ル
で
の
一
般

葬
を
は
じ
め
、
寺
院
の
本
堂
で
の
葬
儀
や

自
宅
葬
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
に
も

対
応
可
能
だ
。「
で
き
る
限
り
ご
当
家
の

想
い
や
生
き
た
証
を
形
に
す
る
こ
と
を
考

え
、
基
本
的
に
は
葬
儀
担
当
者
の
裁
量
に

任
せ
て
い
ま
す
。
人
生
の
締
め
く
く
り
の

セ
レ
モ
ニ
ー
を
執
り
行
う
こ
と
は
、
社
員

に
と
っ
て
も
大
き
な
や
り
が
い
で
す
」
と

仕
事
の
醍
醐
味
を
語
る
。

　
葬
儀
の
仕
事
は
専
門
性
が
高
く
、
入
社

後
は
1
〜
2
か
月
間
の
研
修
を
行
い
、

13

2

真
心
を
尽
く
し
て

エ
リ
ア
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
に
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株式会社 メモワールイナバ

大切な想いをカタチに。
人生最後のセレモニーを彩る

社
員
へ
の
寄
り
添
い
も
重
視
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株式会社 メモワールイナバ

葬儀の
専門家です！
一般葬儀以外にも寺院
葬儀など、さまざまな葬
儀を社内外と連携して実
現していく。そんな2人
はまさに“葬儀のプロ”
だ。目標は「大きいホ
ールの司会も任せてもら
えるようにレベルアップ
したい」（福田さん）、
「縁の下の力持ちとして
支えたい」（近藤さん）。

メモワールイナバ
の“顔”
「宇田川さんはメモワー
ルイナバの顔」（城戸さ
ん）、「所作が綺麗で、
人柄も素直で謙虚」（宇
田川さん）とお互いの印
象を語る2人。お客様の
ほかに、お寺や宗教関
係者の対応なども行い
「式を作り上げるために
打ち合わせや準備はとて
も大事」と宇田川さん。

祭壇を花で装飾
20年来の付き合いの2人
は息もピッタリ。菊やユ
リの生花で祭壇を包み、
最後のお別れにふさわし
い空間を演出する。西
川さんは結婚式場のアレ
ンジメントの経験があ
り、品のある華やかさが
特長。市村さんはデザイ
ンする生花のラインの美
しさが持ち味だ。

採用担当者からあなたへ

株式会社 メモワールイナバ

私たちは、葬送の場面で癒
しの空間を創造し、集うす
べての皆様の「こころをか
たち」にする葬祭トータル
サポート企業を目指してい
ます。特別な知識や経験は
必要ありません。未経験
者も大歓迎。相手の立場
になる思いやりのある方、
「私がなんとかしよう！」と
チャレンジできる方を求め
ています。一緒に成長して
いきましょう！

公式サイトは
こちら

動画サイトは
こちら

0857-38-4400

inaba321@m-inaba.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

さん松田 禎人
広報企画部 課長

事業内容

葬祭に関する一切の請負事業

創　業　昭和47（1972）年
代表者　代表取締役　圓井 貴志
社員数　62名（男30名　女32名）
本　社　鳥取県鳥取市服部15-3
電　話　0857-38-4400

鳥取市、八頭郡、岩美郡

採用エリア（勤務地） 

採用区分

新卒採用 キャリア採用

業務部 業務課
近藤 和人さん

2011年入社（12年目）
福田 涼さん

2018年入社（5年目）

アシスタント
宇田川 珠美さん

2007年入社（16年目）
城戸 麻奈美さん
2024年入社（6か月）

生花部
西川 弘隆さん

2011年入社（12年目）
市村 朋也さん

2010年入社（13年目）

異業種から転職。人間力が養われる仕事です

　近藤さんと福田さんは、知人や親族からの紹介

で異業種から転職してきた共通点を持つ。「ゼロか

ら業界の知識を身に付けました」（近藤さん）、「社

会のことを右も左もわからず、メンタルや言葉遣

いなど、いろいろなことが未熟でした」（福田さん）

と2人は入社当時を振り返る。

　業務部の仕事は葬祭全般の取り仕切りだ。ご遺

体の搬送から遺族との打ち合わせ、ご納棺、式典

の司会進行、霊柩車運行、式場設営、生前相談な

どを行っている。式が行われるまでは最短2日。お

客様のほとんどが初対面の人で、しかも悲しみの

中にあり平常心でいることは難しい。わずかな準

備期間で2人は遺族の様子から気持ちを汲み取り、

準備を進めていく。お見送りに思い残しがないよ

う、希望を聞き取り、プロならではの提案を行う。

「仕事を通じて成長したと感じるのは人間力」とい

う近藤さんの言葉に、福田さんも頷く。

　短い期間でセレモニーを成功させるには部署を

超えた協力が欠かせない。「イレギュラーな事態が

発生した時でも、みんなが進んでサポートしてくれ

ます」と福田さん。近藤さんも「団結力がうちの

自慢です」と仲間への信頼は厚い。

一人一人異なる想いに寄り添う

　城戸さんは、メモワールイナバの葬儀に参列し

た際に心を打たれて「やりがいのある仕事がした

い」と異業種から転職。先輩の宇田川さんのフォ

ローを受けながら仕事を学び、話し方や所作の一

つ一つまで丁寧に気を配る。

　受付や式場の設営、館内の案内や式典の補助、

葬儀の事前相談などの対応を行うアシスタントは

「ご当家やご参列の方と一番接するお仕事」と宇田

川さん。悲しみの中にあって言葉にできない想い

を引き出せるように親身に寄り添っている。「10人

いれば10通りの想いがあり、その方に合わせた寄

り添い方が求められます。マニュアルはなく、積み

重ねた経験は財産。式が無事に終わって感謝の言

葉をいただけるとうれしいです」と葬儀を終えてか

らも交流が続く人も多いという。

　そんな宇田川さんの背中を追う城戸さんは「コ

ミュニケーション能力や人間力が養える仕事」と人

としての成長を実感している。その言葉に続いて

宇田川さんも「“究極のサービス業”と言えるくら

い、やりがいは大きいです。ただ特殊な仕事なの

でオンオフの切り替えは大事」と明るい笑顔で職

場の雰囲気を和ませる。

喜びの声が励みになり、挑戦につながる

　20代前半に、同じ花屋の同僚だった西川さんと

市村さん。その後、それぞれ違う職場で働いてい

たがメモワールイナバで再会。「花材の使い方を見

るだけでお互いに誰が制作したかすぐわかります」

（西川さん）と深い信頼関係を築いている。

　近年は、故人が好きだった花や色、デザインに

よって人柄や人生を表す花祭壇を選択する人が多

く、2人は生花デザイナーとして、花材の調達や管

理、式場の装飾などを行い、お見送りの空間を花

で満たす。「皆様に喜んでいただけるとうれしいで

す」という西川さんの言葉に「喜びや感謝の声が

励みになります」と市村さんも続く。

　また、西川さんは故人を偲ぶスライド動画の作

成を担当し、市村さんは月1回のグリーフサポート

の《暖環の会》で生花アレンジメントをレクチャー

するなど、幅広く活躍する。2人は「自分がやりた

いことを挑戦させてくれる会社」と声をそろえ「ま

だまだご当家のためにできることがあると思ってい

ます」（西川さん）、「葬儀に花は欠かせません。花

を通じて葬儀が怖いものではないと伝えることが

できれば」（市村さん）と、故人や遺族のために寄

り添い続けることを誓う。
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